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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月17日(2016.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスドッキングの方法であって、
　ユーザアプリケーションから、かつコンピューティングデバイス上で実行されるワイヤ
レスドッキング通信スタックのワイヤレスドッキングサービスを用いて、前記コンピュー
ティングデバイスのワイヤレス通信範囲内で１つまたは複数の周辺機能を発見する要求を
受信することと、
　前記要求を受信することに応答して、前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、ワ
イヤレスドッキングセンタと通信することなく前記１つまたは複数の周辺機能を発見する
ことと、
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、前記ユーザアプリケーションのためのド
ッキングセッションに前記１つまたは複数の周辺機能を連結することと、
　前記要求を受信することに応答して、ドッキングセッション識別子、および前記１つま
たは複数の周辺機能に対応する１つまたは複数のそれぞれのレファレンスを、前記ワイヤ
レスドッキングサービスから前記ユーザアプリケーションに送ることと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、前記１つまたは複数の周辺機能のうちの
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少なくとも１つを設定する要求を受信することと、
　前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを設定する前記要求を受信する
ことに応答して、かつ前記ワイヤレスドッキングサービスによって、前記１つまたは複数
の周辺機能の前記少なくとも１つを設定することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを使用する要求を受信することと
、
　前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを使用する前記要求を受信する
ことに応答して、前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて前記１つまたは複数の周辺
機能の前記少なくとも１つとそれぞれの対応するワイヤレス接続を確立することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ワイヤレスドッキング通信スタックは、前記ワイヤレスドッキングサービスとの直
接通信インターフェースを有する以下のレイヤ：アプリケーションサービスプラットフォ
ームレイヤ、Ｗｉ－Ｆｉ　ｄｉｒｅｃｔレイヤ、ミラキャストレイヤ、Ｗｉ－Ｆｉシリア
ルバスレイヤ、Bluetoothレイヤ、プリントサービスレイヤ、およびディスプレイサービ
スレイヤ、のうちの１つまたは複数を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを備えるワイヤレスドッキング環
境を作る要求を受信することと、
　前記ワイヤレスドッキング環境を作る前記要求を受信することに応答して、ワイヤレス
ドッキングサービスを用いて、かつワイヤレスドッキングセンタと通信することなく、前
記１つまたは複数の周辺機能のうちの前記少なくとも１つを含む前記ワイヤレスドッキン
グ環境を作ることと、
　前記ユーザアプリケーションに、前記ワイヤレスドッキング環境のためのハンドルを送
ることと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記ワイヤレスドッキング環境を使用する要求を受信することと、
　前記ワイヤレスドッキング環境を使用する前記要求を受信することに応答して、前記ワ
イヤレスドッキング環境の前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを供給
する少なくとも１つの周辺デバイスとそれぞれの対応するワイヤレス接続を確立すること
と、
　前記ワイヤレスドッキング環境を使用する前記要求に応答して、前記ドッキングセッシ
ョン識別子、および前記１つまたは複数の周辺機能に対応する前記１つまたは複数のそれ
ぞれのレファレンスを、前記ユーザアプリケーションに送ることと、
　をさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
ワイヤレス通信範囲内で任意のワイヤレスドッキング環境を発見する要求を受信すること
と、
　前記要求を受信することに応答して、前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、か
つワイヤレスドッキングセンタと通信することなく、１つまたは複数の周辺機能をそれぞ
れが含む１つまたは複数のワイヤレスドッキング環境を発見することと、
　前記ユーザアプリケーションに、前記ワイヤレスドッキング環境のうちの１つのワイヤ
レスドッキング環境へのレファレンスを送ることと、
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　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記ワイヤレスドッキング環境を使用する要求を受信することと、
　前記ワイヤレスドッキング環境を使用する前記要求を受信することに応答して、前記ワ
イヤレスドッキング環境の前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを供給
する少なくとも１つの周辺デバイスとそれぞれの対応するワイヤレス接続を確立すること
と、
　前記ワイヤレスドッキング環境を使用する前記要求に応答して、前記ドッキングセッシ
ョン識別子、および前記１つまたは複数の周辺機能に対応する前記１つまたは複数のそれ
ぞれのレファレンスを、前記ユーザアプリケーションに送ることと、
　をさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを使用する要求を受信することと
、
　前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを使用する前記要求を受信する
ことに応答して、前記１つまたは複数の周辺機能の第１のものおよび前記１つまたは複数
の周辺機能の第２のものに関して、共通のアプリケーションサービスプラットフォーム（
ＡＳＰ）セッションを確立することと、
　前記１つまたは複数の周辺機能の前記第１のものおよび前記１つまたは複数の周辺機能
の前記第２のものに関してそれぞれの対応するペイロード接続を確立することと、ここに
おいて前記対応するペイロード接続の各々は、前記ＡＳＰセッションを使用する、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ワイヤレスドッキングサービスから、かつ前記ワイヤレスドッキング通信スタック
のアプリケーションサービスプラットフォームレイヤに、前記１つまたは複数の周辺機能
の前記第１のものおよび前記１つまたは複数の周辺機能の第２のものを設定するための設
定認証情報を送ること、
　をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ワイヤレスドッキングのためのデバイスであって、
　ユーザアプリケーションから、かつ前記デバイス上で実行されるワイヤレスドッキング
通信スタックのワイヤレスドッキングサービスを用いて、前記デバイスのワイヤレス通信
範囲内で１つまたは複数の周辺機能を発見する要求を受信することと、
　前記要求を受信することに応答して、前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、ワ
イヤレスドッキングセンタと通信することなく前記１つまたは複数の周辺機能を発見する
ことと、
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、前記ユーザアプリケーションのためのド
ッキングセッションに前記１つまたは複数の周辺機能を連結することと、
　前記要求を受信することに応答して、ドッキングセッション識別子、および前記１つま
たは複数の周辺機能に対応する１つまたは複数のそれぞれのレファレンスを、前記ワイヤ
レスドッキングサービスから前記ユーザアプリケーションに送ることと、
　を行うように構成された１つまたは複数のプロセッサを備える、デバイス。
【請求項１２】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、前記１つまたは複数の周辺機能のうちの
少なくとも１つを設定する要求を受信することと、
　前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを設定する前記要求を受信する
ことに応答して、かつ前記ワイヤレスドッキングサービスによって、前記１つまたは複数



(4) JP 2016-513377 A5 2016.8.4

の周辺機能の前記少なくとも１つを設定することと、
　を行うようにさらに構成される、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを使用する要求を受信することと
、
　前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを使用する前記要求を受信する
ことに応答して、前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて前記１つまたは複数の周辺
機能の少なくとも１つを供給する少なくとも１つの周辺デバイスとそれぞれの対応するワ
イヤレス接続を確立することと、
　を行うようにさらに構成される、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記ワイヤレスドッキング通信スタックは、前記ワイヤレスドッキングサービスとの直
接通信インターフェースを有する以下のレイヤ：アプリケーションサービスプラットフォ
ームレイヤ、Ｗｉ－Ｆｉ　ｄｉｒｅｃｔレイヤ、ミラキャストレイヤ、Ｗｉ－Ｆｉシリア
ルバスレイヤ、Bluetoothレイヤ、プリントサービスレイヤ、およびディスプレイサービ
スレイヤ、のうちの１つまたは複数を備える、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを備えるワイヤレスドッキング環
境を作る要求を受信することと、
　前記ワイヤレスドッキング環境を作る前記要求を受信することに応答して、ワイヤレス
ドッキングサービスを用いて、かつワイヤレスドッキングセンタと通信することなく、前
記１つまたは複数の周辺機能のうちの前記少なくとも１つを含む前記ワイヤレスドッキン
グ環境を作ることと、
　前記ユーザアプリケーションに、前記ワイヤレスドッキング環境のためのハンドルを送
ることと、
　を行うようにさらに構成される、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１６】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記ワイヤレスドッキング環境を使用する要求を受信することと、
　前記ワイヤレスドッキング環境を使用する前記要求を受信することに応答して、前記ワ
イヤレスドッキング環境の前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを供給
する少なくとも１つの周辺デバイスとそれぞれの対応するワイヤレス接続を確立すること
と、
　前記ワイヤレスドッキング環境を使用する前記要求に応答して、前記ドッキングセッシ
ョン識別子、および前記１つまたは複数の周辺機能に対応する前記１つまたは複数のそれ
ぞれのレファレンスを、前記ユーザアプリケーションに送ることと、
　を行うようにさらに構成される、請求項１５に記載のデバイス。
【請求項１７】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
ワイヤレス通信範囲内で任意のワイヤレスドッキング環境を発見する要求を受信すること
と、
　前記要求を受信することに応答して、前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、か
つワイヤレスドッキングセンタと通信することなく、１つまたは複数の周辺機能をそれぞ
れが含む１つまたは複数のワイヤレスドッキング環境を発見することと、
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　前記ユーザアプリケーションに、前記ワイヤレスドッキング環境のうちの１つのワイヤ
レスドッキング環境へのレファレンスを送ることと、
　を行うようにさらに構成される、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記ワイヤレスドッキング環境を使用する要求を受信することと、
　前記ワイヤレスドッキング環境を使用する前記要求を受信することに応答して、前記ワ
イヤレスドッキング環境の前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを供給
する少なくとも１つの周辺デバイスとそれぞれの対応するワイヤレス接続を確立すること
と、
　前記ワイヤレスドッキング環境を使用する前記要求に応答して、前記ドッキングセッシ
ョン識別子、および前記１つまたは複数の周辺機能に対応する前記１つまたは複数のそれ
ぞれのレファレンスを、前記ユーザアプリケーションに送ることと、
　を行うようにさらに構成される、請求項１７に記載のデバイス。
【請求項１９】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを使用する要求を受信することと
、
　前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを使用する前記要求を受信する
ことに応答して、前記１つまたは複数の周辺機能の第１のものおよび前記１つまたは複数
の周辺機能の第２のものに関して、共通のアプリケーションサービスプラットフォーム（
ＡＳＰ）セッションを確立することと、
　前記１つまたは複数の周辺機能の前記第１のものおよび前記１つまたは複数の周辺機能
の前記第２のものに関してそれぞれの対応するペイロード接続を確立することと、ここに
おいて前記対応するペイロード接続の各々は、前記ＡＳＰセッションを使用する、
　を行うようにさらに構成される、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項２０】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記ワイヤレスドッキングサービスから、かつ前記ワイヤレスドッキング通信スタック
のアプリケーションサービスプラットフォームレイヤに、前記１つまたは複数の周辺機能
の前記第１のものおよび前記１つまたは複数の周辺機能の第２のものを設定するための設
定認証情報を送ること、
　を行うようにさらに構成される、請求項１９に記載のデバイス。
【請求項２１】
　ワイヤレスドッキングのための装置であって、
　ユーザアプリケーションから、かつ前記装置上で実行されるワイヤレスドッキング通信
スタックのワイヤレスドッキングサービスを用いて、前記装置のワイヤレス通信範囲内で
１つまたは複数の周辺機能を発見する要求を受信するための手段と、
　前記要求を受信することに応答して、前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、ワ
イヤレスドッキングセンタと通信することなく前記１つまたは複数の周辺機能を発見する
ための手段と、
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、前記ユーザアプリケーションのためのド
ッキングセッションに前記１つまたは複数の周辺機能を連結するための手段と、
　前記要求を受信することに応答して、ドッキングセッション識別子、および前記１つま
たは複数の周辺機能に対応する１つまたは複数のそれぞれのレファレンスを、前記ワイヤ
レスドッキングサービスから前記ユーザアプリケーションに送るための手段と、
　を備える、装置。
【請求項２２】
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　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、前記１つまたは複数の周辺機能のうちの
少なくとも１つを設定する要求を受信するための手段と、
　前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを設定する前記要求を受信する
ことに応答して、かつ前記ワイヤレスドッキングサービスによって、前記１つまたは複数
の周辺機能の前記少なくとも１つを設定するための手段と、
　をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを使用する要求を受信するための
手段と、
　前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを使用する前記要求を受信する
ことに応答して、前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて前記１つまたは複数の周辺
機能の少なくとも１つを供給する少なくとも１つの周辺デバイスとそれぞれの対応するワ
イヤレス接続を確立するための手段と、
　をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記ワイヤレスドッキング通信スタックは、前記ワイヤレスドッキングサービスとの直
接通信インターフェースを有する以下のレイヤ：アプリケーションサービスプラットフォ
ームレイヤ、Ｗｉ－Ｆｉ　ｄｉｒｅｃｔレイヤ、ミラキャストレイヤ、Ｗｉ－Ｆｉシリア
ルバスレイヤ、Bluetoothレイヤ、プリントサービスレイヤ、およびディスプレイサービ
スレイヤ、のうちの１つまたは複数を備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２５】
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを備えるワイヤレスドッキング環
境を作る要求を受信するための手段と、
　前記ワイヤレスドッキング環境を作る前記要求を受信することに応答して、ワイヤレス
ドッキングサービスを用いて、かつワイヤレスドッキングセンタと通信することなく、前
記１つまたは複数の周辺機能のうちの前記少なくとも１つを含む前記ワイヤレスドッキン
グ環境を作るための手段と、
　前記ユーザアプリケーションに、前記ワイヤレスドッキング環境のためのハンドルを送
るための手段と、
　をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２６】
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記ワイヤレスドッキング環境を使用する要求を受信するための手段と、
　前記ワイヤレスドッキング環境を使用する前記要求を受信することに応答して、前記ワ
イヤレスドッキング環境の前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを供給
する少なくとも１つの周辺デバイスとそれぞれの対応するワイヤレス接続を確立するため
の手段と、
　前記ワイヤレスドッキング環境を使用する前記要求に応答して、前記ドッキングセッシ
ョン識別子、および前記１つまたは複数の周辺機能に対応する前記１つまたは複数のそれ
ぞれのレファレンスを、前記ユーザアプリケーションに送るための手段と、
　をさらに備える、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
ワイヤレス通信範囲内で任意のワイヤレスドッキング環境を発見する要求を受信するため
の手段と、
　前記要求を受信することに応答して、前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、か
つワイヤレスドッキングセンタと通信することなく、１つまたは複数の周辺機能をそれぞ
れが含む１つまたは複数のワイヤレスドッキング環境を発見するための手段と、
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　前記ユーザアプリケーションに、前記ワイヤレスドッキング環境のうちの１つのワイヤ
レスドッキング環境へのレファレンスを送るための手段と、
　をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２８】
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記ワイヤレスドッキング環境を使用する要求を受信するための手段と、
　前記ワイヤレスドッキング環境を使用する前記要求を受信することに応答して、前記ワ
イヤレスドッキング環境の前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを供給
する少なくとも１つの周辺デバイスとそれぞれの対応するワイヤレス接続を確立するため
の手段と、
　前記ワイヤレスドッキング環境を使用する前記要求に応答して、前記ドッキングセッシ
ョン識別子、および前記１つまたは複数の周辺機能に対応する前記１つまたは複数のそれ
ぞれのレファレンスを、前記ユーザアプリケーションに送るための手段と、
　をさらに備える、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを使用する要求を受信するための
手段と、
　前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを使用する前記要求を受信する
ことに応答して、前記１つまたは複数の周辺機能の第１のものおよび前記１つまたは複数
の周辺機能の第２のものに関して、共通のアプリケーションサービスプラットフォーム（
ＡＳＰ）セッションを確立するための手段と、
　前記１つまたは複数の周辺機能の前記第１のものおよび前記１つまたは複数の周辺機能
の前記第２のものに関してそれぞれの対応するペイロード接続を確立するための手段と、
ここにおいて前記対応するペイロード接続の各々は、前記ＡＳＰセッションを使用する、
　をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項３０】
　前記ワイヤレスドッキングサービスから、かつ前記ワイヤレスドッキング通信スタック
のアプリケーションサービスプラットフォームレイヤに、前記１つまたは複数の周辺機能
の前記第１のものおよび前記１つまたは複数の周辺機能の第２のものを設定するための設
定認証情報を送るための手段、
　をさらに備える、請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　ワイヤレスドッキングのための命令を記憶した非一時的コンピュータ可読記憶媒体であ
って、前記命令は実行されるとき、
　ユーザアプリケーションから、かつコンピューティングデバイス上で実行されるワイヤ
レスドッキング通信スタックのワイヤレスドッキングサービスを用いて、前記コンピュー
ティングデバイスのワイヤレス通信範囲内で１つまたは複数の周辺機能を発見する要求を
受信することと、
　前記要求を受信することに応答して、前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、ワ
イヤレスドッキングセンタと通信することなく前記１つまたは複数の周辺機能を発見する
ことと、
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、前記ユーザアプリケーションのためのド
ッキングセッションに前記１つまたは複数の周辺機能を連結することと、
　前記要求を受信することに応答して、ドッキングセッション識別子、および前記１つま
たは複数の周辺機能に対応する１つまたは複数のそれぞれのレファレンスを、前記ワイヤ
レスドッキングサービスから前記ユーザアプリケーションに送ることと、
　を行うように１つまたは複数のプロセッサを構成する、非一時的コンピュータ可読記憶
媒体。
【請求項３２】
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　前記命令は、
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、前記１つまたは複数の周辺機能のうちの
少なくとも１つを設定する要求を受信することと、
　前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを設定する前記要求を受信する
ことに応答して、かつ前記ワイヤレスドッキングサービスによって、前記１つまたは複数
の周辺機能の前記少なくとも１つを設定することと、
　を行うように前記１つまたは複数のプロセッサをさらに構成する、請求項３１に記載の
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３３】
　前記命令は、
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを使用する要求を受信することと
、
　前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを使用する前記要求を受信する
ことに応答して、前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて前記１つまたは複数の周辺
機能の少なくとも１つを供給する少なくとも１つの周辺デバイスとそれぞれの対応するワ
イヤレス接続を確立することと、
　を行うように前記１つまたは複数のプロセッサをさらに構成する、請求項３１に記載の
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３４】
　前記ワイヤレスドッキング通信スタックは、前記ワイヤレスドッキングサービスとの直
接通信インターフェースを有する以下のレイヤ：アプリケーションサービスプラットフォ
ームレイヤ、Ｗｉ－Ｆｉ　ｄｉｒｅｃｔレイヤ、ミラキャストレイヤ、Ｗｉ－Ｆｉシリア
ルバスレイヤ、Bluetoothレイヤ、プリントサービスレイヤ、およびディスプレイサービ
スレイヤ、
　のうちの１つまたは複数を備える、請求項３１に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３５】
　前記命令は、
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを備えるワイヤレスドッキング環
境を作る要求を受信することと、
　前記ワイヤレスドッキング環境を作る前記要求を受信することに応答して、ワイヤレス
ドッキングサービスを用いて、かつワイヤレスドッキングセンタと通信することなく、前
記１つまたは複数の周辺機能のうちの前記少なくとも１つを含む前記ワイヤレスドッキン
グ環境を作ることと、
　前記ユーザアプリケーションに、前記ワイヤレスドッキング環境のためのハンドルを送
ることと、
　を行うように前記１つまたは複数のプロセッサをさらに構成する、請求項３１に記載の
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３６】
　前記命令は、
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記ワイヤレスドッキング環境を使用する要求を受信することと、
　前記ワイヤレスドッキング環境を使用する前記要求を受信することに応答して、前記ワ
イヤレスドッキング環境の前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを供給
する少なくとも１つの周辺デバイスとそれぞれの対応するワイヤレス接続を確立すること
と、
　前記ワイヤレスドッキング環境を使用する前記要求に応答して、前記ドッキングセッシ
ョン識別子、および前記１つまたは複数の周辺機能に対応する前記１つまたは複数のそれ
ぞれのレファレンスを、前記ユーザアプリケーションに送ることと、
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　を行うように前記１つまたは複数のプロセッサをさらに構成する、請求項３５に記載の
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３７】
　前記命令は、
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
ワイヤレス通信範囲内で任意のワイヤレスドッキング環境を発見する要求を受信すること
と、
　前記要求を受信することに応答して、前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、か
つワイヤレスドッキングセンタと通信することなく、１つまたは複数の周辺機能をそれぞ
れが含む１つまたは複数のワイヤレスドッキング環境を発見することと、
　前記ユーザアプリケーションに、前記ワイヤレスドッキング環境のうちの１つのワイヤ
レスドッキング環境へのレファレンスを送ることと、
　を行うように前記１つまたは複数のプロセッサをさらに構成する、請求項３１に記載の
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３８】
　前記命令は、
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記ワイヤレスドッキング環境を使用する要求を受信することと、
　前記ワイヤレスドッキング環境を使用する前記要求を受信することに応答して、前記ワ
イヤレスドッキング環境の前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを供給
する少なくとも１つの周辺デバイスとそれぞれの対応するワイヤレス接続を確立すること
と、
　前記ワイヤレスドッキング環境を使用する前記要求に応答して、前記ドッキングセッシ
ョン識別子、および前記１つまたは複数の周辺機能に対応する前記１つまたは複数のそれ
ぞれのレファレンスを、前記ユーザアプリケーションに送ることと、
　を行うように前記１つまたは複数のプロセッサをさらに構成する、請求項３７に記載の
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３９】
　前記命令は、
　前記ワイヤレスドッキングサービスを用いて、かつ前記ユーザアプリケーションから、
前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを使用する要求を受信することと
、
　前記１つまたは複数の周辺機能のうちの少なくとも１つを使用する前記要求を受信する
ことに応答して、前記１つまたは複数の周辺機能の第１のものおよび前記１つまたは複数
の周辺機能の第２のものに関して、共通のアプリケーションサービスプラットフォーム（
ＡＳＰ）セッションを確立することと、
　前記１つまたは複数の周辺機能の前記第１のものおよび前記１つまたは複数の周辺機能
の前記第２のものに関してそれぞれの対応するペイロード接続を確立することと、ここに
おいて前記対応するペイロード接続の各々は、前記ＡＳＰセッションを使用する、
　を行うように前記１つまたは複数のプロセッサをさらに構成する、請求項３１に記載の
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４０】
　前記命令は、
　前記ワイヤレスドッキングサービスから、かつ前記ワイヤレスドッキング通信スタック
のアプリケーションサービスプラットフォームレイヤに、前記１つまたは複数の周辺機能
の前記第１のものおよび前記１つまたは複数の周辺機能の第２のものを設定するための設
定認証情報を送ること、
　を行うように前記１つまたは複数のプロセッサをさらに構成する、請求項３９に記載の
コンピュータ可読記憶媒体。
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